
第４学年〇組 社会科学習指導案 

指導者 〇〇 〇〇 

１ 小単元 「水害からくらしを守る～○○市役所の I さん～」 

２ 小単元の構想 

【こんな子どもたちを（実態）】 

 

【このような人物（題材）と】          【このような２つの追究活動で】 
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○ 本小単元は，○○市役所安全安心 

課で防災専門官として従事している I さ

んを中心に，水害など自然災害から市民

の安全を守る事業に携わる人々に焦点

を当てて教材化する。 

課題 

H21 年の九州北部豪雨の際に，○○市（当

時は町）では，市内各地で浸水や冠水が起

こるなど，甚大な被害を受け，市民の財産

や安全が脅かされた。 

克服 

I さんたち安全安心課の職員は，H21 年

の水害以降，災害に強いひとづくりを実現

するために，長い年月をかけ，聞き取り調

査や現地調査を行ったり，各自治区と連携

したりして，地区ごとの防災カルテや，総

合防災マップの改訂に取り組んできた。 

結果 

H28 年度までに，市内全区に自主防災組

織が立ち上がった。各区からの防災講座の

要請回数が年に 60 回以上に増加したり，

大雨の際の避難所利用者数が増えたりす

るなど，市民の防災意識が向上している。 

○ 水害から人々の安全を守る事業に携わる人々は，関係機関や地域の人々と連携したり，防災へ

の備えを啓発したりしていること各種資料をもとに理解することができる。  （知識・技能） 

○ 水害から人々の安全を守る事業に携わる人々の働きや願いから，水害に対し様々な協力をして

対処していることや，今後の水害に対し様々な備えをしていることを考え，表現することができ

る。                               （思考・判断・表現） 

○ 水害から人々の安全を守る事業に携わる人々の働きを調べる活動を通して，気象庁などからの

情報や防災情報，地域の地理的環境について関心を深め，自分自身の安全を守るための行動や水

害への備えを考えようとすることができる。         （主体的に学習に取り組む態度） 

本学級の子どもたちは，前小単元「昔を伝えるもの」において，県内の文化財や年中行事は，地域

の人々が受け継いできたことを理解することができている。しかし，それらの行事に人々の様々な

願いが込められていることを理解することは十分ではない。また，学び方については，資料を根拠

に自分の考えを述べる力は身に付いてきている。しかし，複数の資料を比較したり関連付けたりし

て考えをつくることができる子どもは少ない。そこで，本小単元では，水害など自然災害から市民

の安全を守る事業に携わる人々が，「水害から市民の命や財産を守りたい」という願いをもとに，各

機関と様々な協力をして対処をしたり，様々な備えをしたりしている努力を根拠として，複数の資

料を比較させたり，資料から読み取ったことや考えられることを総合させたりしながら，自分自身

の安全を守るための行動や水害への備えについて考え，これからの社会への関わり方や自分の生き

方を見直していくことができるようにしたい。 



３ 小単元計画（全 11 時間） 
段階 主な学習活動 教師の主な支援と発問 配時 

つ 
 

 

か 
 

 

む 

１ ○○市内で起きている自然災害について
調べ、学習問題をつくる。 

（１）H21 年に起きた豪雨の際の，○○市の
様子や被害状況を調べ，疑問に思ったこ
とを出し合い，学習問題をつくる。 

 
 
 
 
 
（２）学習計画を話し合う。 

 
 
○  H21 年の被害の様子を捉えることが

できるように，浸水被害の件数や当時
の写真などの資料を提示する。 
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② 
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２ ○○市の水害対策について調べ，水害か
らくらしを守る働きや備えについて話し合
う。 

（１）水害が起きたときの消防・警察・自衛
隊・市役所の対処の仕方や水害への備え
について調べる。    【行為の追究】 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（２）水害が起きたときの安全を守る働きに 

ついて話し合う。         
【行為の意味の追究】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）水害を防ぐための備えについて話し合

う。       【行為の意味の追究】 
【願いの追究】 

 
 
 
○ 関係機関がどのように動いているの

かを捉えさせるために，各関係機関の働
きをまとめる活動を設定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 災害対策本部を中心として連携して 

いることを捉えさせるために，関係機関
の動きを図化する活動を設定する。 

○ 水害時に市民一人一人が安全な行動
をとり，命を守る行動ができるようにし
ていることを捉えるために，災害情報を
出すまでに推移観測所や気象情報の確
認の回数を提示する。 

 
 
 
 
 
○ 安全安心課が自治区と協力し，次の災

害に備えていることを捉えさせるため
に，総合防災マップや防災カルテの作成
の経緯が分かる資料を提示する。 
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① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
①  
 

学習問題 

水害からくらしを守るために，○○市ではだれがどのような働きをしているのか

調べよう。 

水害が起きたときに，市役所の I さん

たちや，消防・警察・自衛隊などの関係

機関はどのようなことをしていますか。 

I さんたちが何度も川の水位を確認

するのはなぜでしょう。 

次の水害に備えて様々な対策をして

いるのに，どうして I さんたちは何度

も現地に行って総合防災マップを作り

替えているのですか。 

 

災害後も各地区と連携し，聴き取りや

現地調査，災害図上訓練（DIG）などを行

い，調査した結果を防災カルテや総合防

災マップに載せる。 

市民の防災意識を高めて，市民の大切な

財産や命を守りたい。 

市民に最新の情報を正確に伝えて安全

な行動をとってもらうため。 

水位観測所や気象情報を何度も確認し,

適切なタイミングで災害情報を出す。 

水害に備えて，市役所の I さんたちや，

それぞれの関係機関はどのようなこと

をしていますか。 



さ 
 

 

ぐ 
 

 

る 

３ 市役所の安全安心課の I さんたちの価値
について話し合い，本小単元についてまと
める。      【社会の変化の追究】 

【人物の価値の追究】 

・大雨のときに,市内で被害が出ていないか,

どこに避難すればよいかをいち早く知るこ

とができるからありがたい。 

・市内の各区と何度も話し合いや現地での調

査をしているから,安全に避難できるので

ありがたい。 

○ I さんたち様々な対策を行った結果，
水害の被害が少なくなっていることを
捉えさせるために，H21 年と H30 年の被
害の様子を比較して提示する。 

 

１ 
本時 
 

い 
 

か 
 

す 

４ これからの自分と社会との関わりについ
て考え，話し合う。 

      【自己の生き方の追究】 

・日頃から気象情報をチェックしたり,テレ

ビのｄデータなで,市からのお知らせが来

ていないか確認したりするようにしていき

たい。 

・大雨が降ったときに,どうするかを家族と

話をして,安全な過ごし方を考えていきた

い。 

・自分が住んでいる地区のどこに危険箇所が

あるのかを確認したい。 

・水害でライフラインがストップしたときを

考えて,水や食料などの備えをしていきた

い。 

○ 日ごろからできる備えや避難の仕方 
を考えることができるように，防災に
関する資料を提示する。 
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水害から自分の身を守るために，どの

ような備えをしていきますか。 

水害発生時だけでなく，水害後も総合

防災マップを作り替えるなど，様々な対

策をして市民の大切な財産や命を守っ

ている I さんたちをどう思いますか。 



４ 本時 
令和〇年〇月〇日（〇）第〇校時 ４年〇組教室において 

５ 本時のねらい 

○ 水害への様々な備えや対処をしている安全安心課の I さんたちの働きの価値を話し合う活動を

通して，自分自身の安全を守るための行動や水害への備えを考えようとすることができる。            

 【主体的に学習に取り組む態度】  

〇 安全安心課の I さんたちが緊急時だけでなく，総合防災マップの改訂など，様々な備えを行っ
ていることの価値を考え，表現することができる。           【思考・判断・表現】  

６ 本時の展開 

段階 主な学習活動 教師の主な支援と発問 

導 
 

 

入 

１ 前時学習をふり返り，本時学習のめあて
について話し合う。 

○ 水害に対する備えについての追究意欲をも
たせるために H21 年と H30 年の一日最大雨量
と大雨の被害状況を比較して提示する。 

 
 
 

展 
 

 

開 

２ 被害を少なくできた理由について話し合

う。 

（１）被害を少なくできた理由を，今までに調
べてきた対処や備えから出し合う。     

【社会の変化の追究】 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

（２）安全安心課の I さんたちの働きの価値に

ついて話し合う。 【人物の価値の追究】 

 

・大雨のときに,市内で被害が出ていない

か,どこに避難すればよいかをいち早く

知ることができるからありがたい。 

・市内の各区と何度も話し合いや現地での

調査をしているから,安全に避難できる

のでありがたい。 

 

（３）○○市が被害を少なくするために行っ

た備えについてのまとめをする。 

○ 被害を少なくできた理由を話し合わせるた
めに，市役所が行ってきた対処や備えについ
ての資料を提示する。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ I さんたちの働きの価値を捉えさせるため

に，総合防災マップを作成するまでに安心安

全課が行った聴き取りや現地調査の回数，作

成に要した時間等を提示する。 

 

 

 

 

 

 

○ 本時学習をまとめることができるように，

板書を使って，本時学習をふり返る。 

 

 

 

 

 

終 
 

 

末 

３ 自助の必要性について話し合う。 

・自分の判断で行動して助かった人の方が

多いことが分かった。 

・自分の安全をどのように守るのかを考え
ておくことが大切だ。 

○ 公助や共助には限界があることを捉えさせ
るために,I さんのインタビューＶＴＲを提
示する。 

 

 

めあて 

○○市はなぜ，被害を少なくすることができたのか話し合おう。 

まとめ 

水害が起きた時のことを考えて ,I さんたちが様々な備えをしていたから ,被害を少なくす

ることができた。 

○○市はどうして H21 年の時に比べて被害

を少なくすることができたのでしょう。 

水害発生時だけでなく，水害後も総合防災マ

ップを作り替えるなど，様々な対策をして市

民の大切な財産や命を守っている I さんたち

をどう思いますか。 


